
大成中学・高等学校学校の福祉活動紹介
　学校法人愛知真和学園大成中学・高等学校では『インターアクトクラブ』というボランティアをし
ている部活動があります。今回はインターアクトクラブの取り組みを紹介します。

　取材を通して、学校法人愛知真和学園大成中学・高等学校インターアクトクラブでは様々なボ
ランティア活動を行っていることが分かりました。また、定例会を開いて活動内容の報告や活動
の反省・次回活動に向けての作戦会議などが行われており、より良い実践に向けて努力されてい
ます。インターアクトクラブ活動の応援をよろしくお願いします。

　本会では、市内の小中学校にて「福祉実践教室」を開催し、車いす、視覚障害者ガイドヘルプ、手話、
点字、高齢者疑似体験、要約筆記、認知症理解、発達障害理解の8つの体験科目から学校ごとに選択いただ
き実施しています。参加する児童・生徒からは、障害がある方と実際に関わったことがないという声を多
く聞きますが、地域には障害がある方や高齢の方が多く暮らしています。福祉実践教室では障害者や高齢
者に対する理解を深め、住民一人ひとりが支え合い、誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指していま
す。
　今回は福祉実践教室の講師をはじめ、様々な福祉事業に協力していただいている野口真裕美さんにイン
タビューをしてきました。

Q福祉実践教室の講師になったきっかけは？
　社会福祉協議会の職員から実践教室の講師を
やってみないかという連絡があったのがきっかけ
です。最初は不安もありましたが、今は多くの人
とつながりを持つことができて、うれしく思いま
す。

Q福祉実践教室を通して伝えたいことは？
　障害があってもなくても同じ人間です。助け
合って生きる社会を目指そうという思いを伝えた
いです。

Q福祉実践教室で何を教えてますか？　
　視覚障害者には様々な見え方の人がいることを
伝えています。また、見えない人の役とガイドの
役に分かれてコースを歩いて体験してもらいま
す。

Q福祉実践教室のやりがいは？
　福祉実践教室を終えた後で、受講した子どもた
ちが駅で「何かお手伝い出来ることはあります
か」と声をかけてくれたときです。福祉実践教室
だけで終わらせるのではなく、実際に行動に移し
てくれたことにやりがいを感じました。

　福祉実践教室での学びを普段の生
活に活かしている子どもたちの話が
印象に残りました。野口さんは講義
にゲームを取り入れるなど、子ども
たちが楽しく学べる工夫をしていま
す。こうした講師の皆さんの想いや
工夫が、子どもたちの背中を押す良
いきっかけにつながっていって欲し
いと思います。

野口さんおすすめの絵本
「朝子さんの一日」 
視覚障害がある朝子さんの1日
の生活を分かりやすく絵と文字
で教えてくれる絵本  
永原 達也【文】/
大中 美智子【絵】/
一般財団法人日本
児童教育振興財団【刊】

新入職員企画
福祉実践教室の講師にインタビューしました

募集対象者

問合せ

①【車いす講師】車いすで生活をしており、車いすの取り扱いについて説明ができる方
　【点字・視覚障害ガイドヘルプ講師】視覚に障害があり、点字の読み書きや白杖の使い
　方等が説明できる方（全盲・弱視は問いません）
②福祉教育に関心のある方
③各学校までご自身で来ることが可能な方（タクシー、自家用車可）
上記①～③の条件を満たした方が対象。応募後、面談を行います。募集人数：若干名　

詳細については、本部(地域福祉グループ)までお問い合わせください。℡85-7024

～福祉実践教室の講師募集中～
子どもたちに自分の体験談や、障害者の方への介助の方法などのお話をしていただきます。

エコキャップ回収活動

赤い羽根共同募金

靴下端切れを利用しての
たわし作り

子ども食堂×大成中学・高等学校

　毎年、大成中学・高等学校のインターアクトクラブや有志の生徒たち
が尾張一宮駅にて赤い羽根共同募金活動を実施しています。

　インターアクトクラブでは『食育びほく子ども食堂』（扶桑町）でご飯を作ったり、自分た
ちで考えた出し物をして、一緒に遊ぶという活動をしています。
　子ども食堂の活動のきっかけについても、生徒が子どもたちのために何かできることはない
かとの思いから、実際のボランティア活動に繋がっており、主体性を持って活動しています。

　海洋プラスチックゴミの削減、CO2排出
削減、プラスチックリサイクルなどを目的
に、ペットボトルのキャップを回収してい
ます。校内にエコキャップ回収箱を設置し
たり、校内放送で呼びかけたりして、回収
を促しています。なお、回収したキャップ
はエコキャップ推進委員会に送られ、リサ
イクル製品として生まれ変わります。
　また、令和3年7月からはアイシティeco
プロジェクト（使い捨てコンタクトレンズ
の空ケースのリサイクル）に参加し、使い
捨てコンタクトレンズ空ケースの回収も始
めています。

　SDGｓについての関心を高めるため、廃
材を活用して「SDGｓたわしづくり」を
行っています。例えば、学校説明会に参加
してくださった小学生親子の皆さんに体験
学習として「靴下のはぎれを使って、たわ
しをつくってみよう」という活動です。参
加した子どもたちから「SDGｓって、『持
続可能な開発目標』でしょ。学校でやった
よ。」や「これってエコだね。」といった
言葉が聞かれ、今後も廃材を利用した活動
を考えています。

　他にも近隣地域の清掃活動やプラゴミ回収など、多種多様なボランティア活動を実践しています！

インタビューを終えて… 視覚障害者
ガイドヘルプの授業

※1993年発売のため、入手困難な場合があります。
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